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令和4年6月より洛友会東京支部長に就任しました北條博史です。 

 

新型コロナ感染もようやく終息傾向となり、徐々に規制の解除が進んでいるところで

すが、社会生活はコロナ前に戻るわけではなく、在宅勤務やオンライン会議の普及とと

もに新たな生活様式（ニューノーマル）が定着しつつあります。 

洛友会のような同窓会の集まりは、人と人との交流が中心になるため、今回のコロ

ナ禍においては活動の自粛が相次ぎました。特に若手会員の参画を促すため、若手

交流会とともに拡大クラス会の若年層への拡大などの対策を実施しているところでした

ので、とても残念な状況になりました。 

今年も支部総会は、昨年と同様に、少人数のリアル会場とオンラインのハイブリッド

形式で行いましたが、オンライン会議の方が出席しやすいというご意見もあることから、

今後、規制が解除された後に、コロナ以前のような集合形式に戻すかどうかについて

は、今後ニューノーマルにおける活動の在り方や運営方法について継続的に検討して

いく必要があると思っております。 

同窓会の取り組みについては、往々にして自社の仕事に専心している頃はその必

要性を感じないこともありますが、仕事の成果を上げ落ち着いてくる頃には、このような

人と関われる場があることはとても貴重な機会になるものと思います。 

コロナの影響で、人と人とのつながりが疎となる傾向の中、洛友会はニューノーマル

時代の Sustainableな存在を目指して、新しい役員、幹事とともにしっかりと務めてまい

りますので、会員の皆さまのご支援、ご協力を何卒よろしくお願いします。 
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